
事業成功（実用化）へのカギは? 
 
① 現場ニーズを広くカバー ＋ 技術がシンプルかつ効果的 
 
② 現地実証の大成功（最後は研究者より身内を信じる） 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ シンポジウムの開催（今は当たり前、当時は画期的、生産者は全国大会と勘違い） 
 
④ 技術支援（特許許諾システム） 
    ・・・・これが重要かつ困難、 
       マニュアル化だけでは× 
 
 
 
⑤ 補助事業（新技術導入には金がかかる。改植、苗木等の初期投資へ支援） 
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10a収量

着果量

技術の公開

契約と情報提供

研究の継続と発展

権利 ・ 義務

契約書（第３条）・・・技術指導
甲（神奈川県）は、乙の求めに応じ、

甲の業務に支障のない範囲内で、
技術指導するものとする。ただし、この
際に発生する交通費、旅費、その他
必要な経費は乙が負担するものとする。

地方農試から生まれた有益な技術を
全国へ迅速・正確に普及させるために
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全国ナシ産地への導入状況 

今後5年間の計画面積約 180ha  
現在の導入面積 約40ha 
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